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要
に
な
っ
た
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ン
ラ
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株
）「
本
de 

寄
付
」

C
ontents

国
際
環
境
協
力

特
集1

日
1
・
25
ド
ル
以
下
で
生
活
す
る
人
の
割
合
は
、

１
９
９
０
年
の
18
億
人
か
ら
２
０
０
５
年
に
は
14
億
人
に
減
少
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
ま
だ
世
界
の
人
口
の
お
よ
そ
5
人
に
1
人
が

1
日
1
・
25
ド
ル
以
下
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

２
０
０
０
年
に「
国
連
ミ
レ
ニ
ア
ム
宣
言
」を
受
け
て
ま
と
め
ら
れ
た

「
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
（
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）」で
は
、
２
０
１
５
年
ま
で
に

世
界
の
貧
困
を
半
減
さ
せ
る
こ
と
な
ど
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

そ
の
目
標
達
成
に
向
け
て
、
政
府
だ
け
で
な
く
、

多
く
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ 

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
国
内
外
で

さ
ま
ざ
ま
な
国
際
協
力
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

（ 

詳
細
は
７
ペ
ー
ジ
の
「
キ
ー
ワ
ー
ド
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

出
典
：
「
国
連
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
報
告
２
０
１
０
」

5
人
に
1
人


